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■専門分野　経営戦略，経営情報システム
現在の研究テーマ
・経済のソフト化による行動様式の変化が各種産業のビジネスモデルの変容に与える影響
・ソーシャルビジネス（ＳＢ）についての研究

■著書
・地方創生のための経営学（共著）2026（令和8）年3月（有）時潮社
・強い会社をつくるバランス会計入門（共著）2018（平成30）年10月（株）中央経済社
・�マネジメントの基礎―企業と地域のマネジメント考―（共著）2018（平成30）年4月（株）
五弦舎
■論文
・�卸売業経営の存在意義再考－卸売商存立根拠論と問屋無用論のはざまで－　2017年　『産業
経済研究』第17号
■資格　中小企業診断士

■取得学位　経済学修士（名古屋市立大学）
■略歴
2004年３月　名古屋市立大学大学院経済学研究科修士課程修了
2006年４月　名古屋市立大学大学院経済学研究科博士後期課程入学
2010年３月　名古屋市立大学大学院経済学研究科博士後期課程満期退学
2004年４月　学校法人愛知産業大学愛知産業大学短期大学経営学科専任講師
2007年４月　学校法人愛知産業大学愛知産業大学経営学部ビジネスマネジメント学科専任講師
2009年４月　学校法人愛知産業大学愛知産業大学経営学部総合経営学科准教授
2010年４月　学校法人東海学園東海学園大学経営学部経営学科准教授
2024年９月　公立鳥取環境大学経営学部特任教授
■主な担当科目　経営情報論，経営情報システム，情報産業論

■専門分野　会計学，国際財務報告基準，監査論
現在の研究テーマ
・�日本企業における国際財務報告基準（International�Financial�Reporting�Standards-IFRS）
の実務対応に関する研究

・�コーポレートガバナンスの一環としての内部統制システム導入の考察
・�独立監査人の監査報告書に記載される監査上の主要な検討事項（Key�Audit�Matters-KAM）
と監査手続の関連に関する研究

■著書
・�『図解　簿記・会計の基本テキスト　改訂版』（共著）2026（令和８年）３月　同文館出版
・�『文科系のための経営工学入門』（共著）2025年（令和７年）２月　同文館出版
・�『海外子会社の内部統制評価実務』（共著）2018（平成30年）７月　同文館出版
・�『英文会計のコミュニケーション』　第２版（共著）2017（平成29年）３月　同文館出版
■資格　公認会計士（日本公認会計士協会）

■取得学位　経済学士（和歌山大学）
■略歴
1979年３月　和歌山大学経済学部卒業
1979年11月　クーパース＆ライブランド公認会計士事務所入所（～ 1984（昭和59）年３月）
1984年４月　昭和監査法人（現：EY�新日本有限責任監査法人）入所
1999年４月　和歌山市包括外部監査補助者（～ 2002（平成14）年）
2006年４月　�関西大学会計専門職大学院　“国際監査事例研究”　講義担当　非常勤講師
　　　　　　��（～ 2012（平成24）年）
2008年７月　�新日本有限責任監査法人　大阪事務所　国際部部門長　シニアパートナー
　　　　　　��（～ 2017（平成29）年６月）
2019年４月　公立鳥取環境大学�経営学部�経営学科�教授
2023年４月　公立鳥取環境大学�経営学部�経営学科�特任教授
■主な担当科目　会計学入門，財務会計，商業簿記２

 cpaey22@kankyo-u.ac.jp

≪先生からの一言≫
　インターネットの普及による社会
の変化の中に，「情報化」があります。
情報化とは「情報が資源と同等の価
値を有し，情報を中心として機能す
る社会へと変化していくこと」と定
義されます。SNS，AIなど真偽さえ
区別のつかない情報もあります。こ
のような氾濫する情報を正しく取捨
選択できる良質な知識と知恵を身に
つけたい。大学で学ぶ意義がここに
あると思います。

≪研究内容の紹介・授業の特徴等≫
主�な研究内容：企業のガバナンスの
構築（内部統制システムの構築）

授�業の特徴：図解を用いた授業と会
計処理の演習問題を授業中に解く
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